
ガバナンス

　当社グループでは「人間愛」を根本哲学とする企業理念
を制定しています。「人間愛」とは「相手の幸せを願い、その
喜びを我が喜びとする奉仕の心を以って何事も誠実に
実践する」ことで、全従業員での討議を経て1989年に制定
しました。そして、幸せを願う対象である重要なステーク
ホルダーを「お客様」「従業員」「株主」と定め、お客様満足
（CS）、従業員満足（ES）、株主満足（SS）を達成することが、
企業理念を踏まえた当社グループのCSR方針です。

　CS・ES・SSの三位一体の向上に向けて「サステナブル・
ビジョン」を宣言し、その実現のため、行動指針となる「4つ
の価値」と「13の指針」に基づいて方向性を定めています。
　この「4つの価値」と「13の指針」は、国際的な「持続可
能性」の定義を踏まえており、2015年の国連サミットで
採択された持続可能な開発目標「SDGs」とも整合してい
ます。

　当社グループでは、社外の目をCSR経営に取り入れ、
現在のCSRへの取り組みが社会の常識や期待と合致し
ているか否かをチェックしながら活動方針を定めていく
ことで、グループ全体の取り組みを充実させています。
　代表取締役4人をはじめとする社内委員のほか、有識
者2人を社外委員として加えた「CSR委員会」を定期的に
開催しています。なお、CSR委員は取締役会の決議により
決定しています。

CSR推進体制

　2015年に、GRIガイドライン（G4）の特定標準開示項目
における46側面のうち、30側面をマテリアルな側面と特
定しました。そして2016年には、社会の変化・ニーズなど
を踏まえ、「ステークホルダーの評価や意思決定への影響」
と「会社の経済、環境、社会へのインパクト」の両面から
再分析し、優先順位付けを行いました。

「ステークホルダーへの影響」と「社会へのインパクト」から見たマテリアルな項目（重要課題）

　その結果、19の項目をマテリアルな側面と特定。さら
に2017年にはGRIスタンダードに準拠すべく17のマテ
リアルな項目（下図）にアップデートしました。CSV戦略
にも関連する重要項目として、継続して取り組んでいます。
CSV戦略とマテリアルな項目との関係はP.17をご覧くだ
さい。

マテリアルな項目の特定
積水ハウスグループは、ステークホルダーや社会の期待に応えながら本業を通じたCSRに注力し、
価値を創造することにより、持続可能な発展を目指しています。
ステークホルダーや社会にとって重要なことは何かを常に意識して活動することが、価値創造につながると考えます。

★が特定した17の項目
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「17のマテリアルな項目」の該当範囲（バウンダリー）

「ステークホルダー」と「社会への影響」に配慮し、マテリアルな項目を特定
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CSR経営の推進
積水ハウスグループは、CSRを経営の基本に位置付け、CSV（共有価値の創造）を意識しながら、日々事業活動にまい進しています。
そのベースとなるのが「サステナブル・ビジョン」を実現するための「4つの価値」と「13の指針」です。
また、具体的活動指針を策定するCSR委員会に社外委員を加え、社外の目を取り入れることで、活動の充実を図っています。
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● ダイバーシティ
　（女性活躍・働き方改革）
●  社会貢献活動（住文化向上、次世
　代育成、環境配慮、防災・被災地支援）

環境事業部会

社会性向上部会

● リスクマネジメント
● 企業倫理の確立

ガバナンス部会

エリア・会社ごとの
CSR推進会議

企業理念・CSR方針

CSR委員会とCSR推進体制

「4つの価値」と「13の指針」に基づく
CSRマネジメント
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CSR 部門別分科会

（委員長）
　代表取締役会長

（副委員長）
　代表取締役副会長
　代表取締役社長

CSR委員会

（事務局　CSR部）

　CSR推進体制の見直しにより、CSR委員会の傘下に
ESGの3部会を設け、活動の推進と徹底を図っています。
緊急度・重要度の高いテーマから優先的に議論し、取り
組むべきことを明確にして、分科会で社内への浸透を
図っています。また、事業所長と連携して活動を推進する
ため、全事業所にCSR推進委員を配置しています。
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（事務局　環境推進部）

（事務局　CSR部）

（事務局　法務部・CSR部）
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社外からの意見・評価環境・社会活動価値創造の実践価値創造のビジョンと戦略 価値創造の基盤




